
1　事業の概要

①　成果目標（H24)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　繰入金　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

77市町村 77市町村 77市町村 77市町村達成

目標 成果 達成状況

22,000ha24,000ha 21,278ha 未達成

部局 林務部

3　多様な森林の整備の推進 実施期間 H20 ～ H29

事業実施市町村数

事業番号 09 01 02 事業改善シート （２４年度実施事業分）　　□予算要求　　□予算案　　　■点検

事　業　名

森林森林森林森林づくりづくりづくりづくり推進支援金推進支援金推進支援金推進支援金

((((森林森林森林森林づくりづくりづくりづくり県民税活用事業県民税活用事業県民税活用事業県民税活用事業))))

担

当

課

1-4　森林を活かす力強い林業・産業づくり

○間伐面積24,000ha：H20～H24年度までの間伐累計面積目標113,400haの実現に向け、毎年計画的に間伐を実施

○本事業を活用する市町村数77：H29年度までH23年度実績と同レベルを維持（全市町村で本事業を実施）

市町村が行うきめ細かな森林づくりの取組を支援し、「長野県森林づくり指針」の基本目標「森林を活かし　森林に生かされる　私たちの豊

かな暮らし」を実現する。

成果目標：間伐面積111,762ha(H20～H24累計)→94,000ha(H25～H29累計)

　　　　　　　本事業を活用する市町村数77(H23)→77(H29)

○長野県は県土が広く、森林を構成する樹種も多様で、地域によって森林・林業を巡る課題も様々である。

○森林づくり指針の基本目標の達成のためには、地域における住民の意向や実情等、地域固有の課題に精通している市町村の協力を

得て、市町村が独自性と創意工夫をもって事業展開することへの支援が必要不可欠である。

目指す姿

現状

課・室 森林政策課

＜参考＞

総合５か年

計画

プロジェクト  3-3-2    環境・エネルギー自立地域創造プロジェクト E-mail rinsei@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

【左記の説明、根拠法令等】　　長野県森林づくり県民税条例

□民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有 森林づくり県民税事業（森林づくりに関する基本的かつ総合的な施策を策

定・実施し、その実現に資する市町村の取組を支援することは県の責務）

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

県が関与

する理由

□法令等義務 □内部管理 ■県でなければ実施不可　

130,000

130,000 130,000 130,000

合計 130,000 130,000

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H24事業実績

H24 H25

（当初） （決算） （当初）

23,888ha

1.森林づくり推進支援金

補助金・

交付金

地域の実情、固有の課題や住民からのニーズに対応

した森林づくり関連施策で、「長野県森林づくり指針」

に掲げる施策の趣旨に即した事業

　►森林整備事業の市町村嵩上補助の新設・拡充

　►森林整備を通した野生鳥獣被害・森林病虫害対策

　►景観形成に資する森林整備

　►公共施設等への県産材製品の導入

　►木質バイオマスの利活用を推進する取組　等

　►環境教育・森林づくり活動・森林利用施設整備への

支援　等

成果目標の達成状況

項目

間伐面積

Ｈ２４
H25

目標

現況

（見込）

合計（A) 130,000 130,000

130,000 130,000 130,000

130,000 130,000

0 0

予

算

額

前年度繰越

当初予算 130,000

補正予算

130,000 130,000 130,000 130,000

130,000 130,000 130,000 130,000

24242424年度年度年度年度 25年度

概　算

人件費

0.80 0.80 0.80 0.80

6,654

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 22年度 23年度

Aの

財源

0 0

6,606 6,606 6,606

136,606 概算事業費（B（A）+C） 136,654 136,606 136,606

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか。

　　□ 事業を実施しない　　　　　□ 事業を見直して実施　　　　　■ 事業を現行どおり実施

　引き続き、地域の課題を解決していくために「みんなで支える森林づくり県民会議・同地域会議」による事業検証を行うとともに、「信州・森

林づくり応援ネットワーク」「ツイッター」等のインターネット媒体等を活用して、本支援金の実施状況を公表し、各市町村の取組内容を県民

の皆さんと共有することや、県民の皆さんに見える形での同支援金の活用などにより、住民の皆さんの参加を図りながら地域課題に取り組

んでいく。

目標に対

する成果

の状況

　過去４年間の事業実績の広報等の効果もあり、県内の全市町村から事業要望があり、この結果77市町村で137事業が実施された。また、

地域の実情に応じたきめ細やかな森林づくりに支援金が活用された結果、市町村、ＮＰＯ、地域住民等の森林への関心が高まり、森林づ

くりへの参加が促進された。

　間伐面積については、国の造林制度が搬出間伐へ重点化されたが、平成24年度には木材価格の急落し、搬出した間伐材が売れない

等の理由で採算割れ事業地で事業が実施されず、目標に対し88.7%の進捗に留まっている。


